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太平洋民族骨格の人類学的研究
序
埴原和郎
ここに掲載する5篇 の論文は太平洋民族の骨格標本に関する人類学的研究報告である。この
プロジェクトは日本人と太平洋民族の系統関係を分析する目的で計画されたが、同時に太平洋
民族の古病理学的ならびに古疫学的研究も並行して実施された。
本プロジェクトはB.P.BishOP博 物館(・・ワイ州立自然 ・文化史博物館)、東京大学、国際日
本文化研究センター、札幌医科大学、自治医科大学、および東京都老人総合研究所の共同研究
として行われた。研究資料はビショップ博物館に保存されている太平洋民族骨格標本で、
1984～90年 にわたって調査が行われた。このうち骨格標本の調査は1984年から1989年の期間に
実施され、最後の1990年には主としてビショップ博物館図書室において種々の研究情報や文献
の収集が行われた。
参加者および役割分担は次のとおりである(*前 所属)。
埴原和郎(研 究代表者)東 京大学理学部人類学教室こ国際日本文化研究セソター(総 括、頭
骨および歯の研究)
百々幸雄 札幌医科大学解剖学教室(頭 骨の非計測形質の研究)
鈴木隆雄 札幌医科大学解剖学教室さ東京都老人総合研究所疫学部門(古 病理学的および古疫
学的研究)
小泉清隆 東京大学理学部人類学教室*(頭 骨の研究)
石田 肇 札幌医科大学解剖学教室(頭 骨の非計測形質および四肢骨の研究)
埴原恒彦 自治医科大学解剖学教室こ札幌医科大学解剖学教室(頭 骨および歯の研究)
以上の参加者はすでに本プロジェクトの成果の一部を報告しているので、ここではとくに太
平洋民族および日本人を含む隣接諸民族の系統に関する報告を収録した。
この研究を実施するにあたってはビショップ博物館の前館長E.C.Creutz博 士、現館長W・
D.Duckworth博 士、前人類学部長Y.H.Sinoto(篠 遠喜彦)博 士、および多くの博物館員の
お世話になり、同時に種々の分野の研究者から貴重な研究情報の提供を受けた。参加者一同を
代表し、これらの方々に厚くお礼申し上げる。またこの調査は文部省科学研究費補助金(国 際
学術研究)の 援助を受け、文部省、東京大学理学部および国際日本文化研究セソターの担当官
には種々の配慮をわずらわした。さらにこの報告の出版にあたっては、国際日本文化研究セン
ター出版委員会(委 員長 ・伊東俊太郎教授、幹事 ・柏岡富英助教授)の お世話になった。深 く
感謝の意を表する。
縄文 ・アイヌ集団 と太平洋諸集団の系統関係
埴原和郎 ・埴原恒彦 ・小泉清隆
要旨:縄 文人 と太平洋諸集団 との系統関係 については、現在二つの対立す る考 え方がある。第
1は 「拡散モデル(diffusionmode1)」 またはTurnerの 「多地域進化 モデル(localevolu一
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tionmodel)」 といわれるもので、東南アジアの古 アジア人が2万 年以上前 に日本列島に移動
して縄文人の祖先 とな り、また別 に数千年前に太平洋諸島に進出した群が現在の太平洋集団を
形成 した とい う考 えである。 このモデルは多 くの人類学者や関連領域の研究者に支持 されてい
る。
一方、Braceら は 「縄文 ・太平洋集団(Jomon-Pacificcluster)」 の存在 を想定 し、異なる
考 え方を提出した。それ は縄文人、また はその系統 に属す る集団が南下 して東南 アジアに達
し、さらに大平洋 に進出 して太平洋諸集団を形成 した とい う考 えである。片山も同様 の考え方
を表明 している。
これらの対立す る二つの仮説 についてはすでに多 くの研究が行われ、論争 の的になってい
る。本研究の目的は、従来あまり使われていない頭骨示数に基づいて二つの仮説 の信頼性 をさ
らに確かめるとともに、縄文人 と近隣諸集団 との系統関係についても分析を進めよ うとするも
のである。
データとして使 った示数は頭骨長幅示数、頭骨長 高示数:、上顔面示数(Kollmann)、 眼窩
示数お よび鼻示数の5種 である。 また比較 した集団 は縄文人、アイヌ、南西諸島の日本人、ポ
リネシア人、 ミクロネシア人、メラネシア人、東南 アジア人を代表す る25集 団である(Table
1)。
統計学的分析の結果、縄文 ・アイヌ集団に最 も類似す るのは太平洋諸集団ではなく、古代東
南アジア人を代表す ると思われるフィ リピンのネグ リト族 およびボルネオのダヤーク族である
ことが明 らか となった。 また全体 として東南 アジア人(ジ ャワ人を含む)は 縄文 ・アイヌ集団
と太平洋諸集団 との中間的特徴を もつ。更新世以後の東アジアにおける小進化の過程を考慮 に
入れ ると、 この結果は他の多 くの研究 とともに拡散 モデルを支持す るものであるが、Braceら
や片山が提出した仮説 とは矛盾する。
考古学や民族学などの証拠からみても、縄文人が南下 して東南アジア人や太平洋諸民族の祖
先 になった とい うことは考 え難い。たとえば縄文文化 に高度な航海術があったことを示唆す る
遺物 は発見 されてお らず、また 日本の説話や生活習慣 も、む しろ東南 アジアに起源を もつ と思
われる例が多い。
一般に人間集団の系統を論ず る場合 には、通時性 ・地域性 を考慮 して比較す る集団を慎重 に
選ぶ とともに、身体 ・文化の両面を含め、 自他の多 くのデータを総合的 に考慮 する必要があ
る。
環太平洋地域の人類集団の頭蓋形態小変異
太平洋民族の起源を求めて
石 田 肇
要 旨:ハ ワイ人 およびチャモロー人 の頭蓋形態小変異を調査 し、アジア、アメ リカおよびシベ
リアの人類集団と比較検討 した。 これ ら太平洋民族の頭蓋形態小変異については、別の論文で
詳 しく述べている(石 田 ・百々、1993)。 眼窩上孔 についてみると、ハ ワイ人の頻度は高 く、
アジアの集団と同 じ程度であるのに対 して、チャモ ロー人 はその頻度が低い。横頬骨縫合残存
の頻度 は、両集団 ともに、極めて低 い。頭蓋形態小変異を基に、集団間の距離を計算 して、ク
ラスター分析 その他の手法を施 してみた。その結果、ハワイ人 とチャモロー人 は互 いには、そ
れほ ど類似 しないが、両者 とも、東 アジア集団や、中央アジア型のシベ リア集団に近 く、縄文
人やアイヌ、他のシベ リアや北 アメ リカの集団 とは類似 しない。 このことは、縄文 と太平洋民
族 との直接の類縁関係 を否定す るものである。
?
ハ ワイ人 およびチ ャモロー人の四肢骨 の形態特徴
石田 肇
要旨=ハ ワイ人およびチ ャモ ロー人の四肢骨の計測を行い、分析 した。両者の四肢骨の長 さに
は差 は認め られないが、関節部の大 きさ、骨体 の周や径は、チャモロー人のほ うが、有意に大
きい。 また、四肢の近位部 と遠位部 の比 を とると、ハ ワイ人の四肢骨 は、チャモ ロー人 に比
べ、有意 に、遠位部が長い。予報的に、 日本列島の諸集団と比較 を行 った。ハ ワイ人の四肢骨
は、縄文時代人やアイヌに類似するが、チ ャモ ロー人は、 日本列島の諸集団とは、似 る傾向が
ない。一方、橈骨 と上腕骨 との長 さの比では、縄文時代人 とハ ワイ人 は、大 きく異なる。機能
的な適応 とい くらかの遺伝的要因が四肢骨の形態形成に関与 していると思われるので、人類集
団の変異を理解するために、 より良い項 目を選び、比較 してい く必要があろ う。
ポ リネシア諸集団の歯冠形質 について
埴原恒彦
要旨:ポ リネシア人の起源と拡散過程については考古学、言語学、形質人類学等の研究領域か
ら様々な仮説が提唱 されている。 しかしこれ らの研究結果 は必ず しも一致 しておらず、多角的
な研究結果の統合が不可欠である。「太平洋民族の起源に関す る人類学的研究」班では、頭骨、
四肢骨、古病理、歯の研究からポ リネシア集団をはじめ とす る太平洋地域諸集団の形質的特徴
を比較検討 してきたが、 ここでは太平洋民族の歯冠形態を明 らかにす ると共 に歯の形態か らみ
た彼 らの起源 と系統を検討 した。
ポ リネシア6集 団、 ミクロネシア3集 団、メラネシア1集 団、東アジア7集 団、東南アジァ
4集 団の計21集 団を比較対象 とし、歯冠計測値および非計測的歯冠形質のデータを多変量解析
法 により分析 した。詳細 は本文 に記載 した通 りであるが、歯冠形質については次の ような結果
が得 られた。
(1)ポ リネシア諸集団の歯冠形態は比較的均質である。
(2)ポ リネシア諸集団は ミクロネシア集団、東南アジア集団に類似 した歯冠形質を示す。
(3)西 ポ リネシア地域集団一 トンガ、サモア集団一がポ リネシア諸集団中もっとも東南 アジ
ア集団に類似する。このことは東南アジア集団と類似 した形質的特徴をもつ集団が、西ポ リネ
シア地域に最初 に移住 した とする従来の主張 と矛盾するものではない。
(4)東 ポ リネシア集団のなかではマル ケサス諸島集団が トンガ集団と最 も類似性を示す。 こ
の結果は、東ポ リネシア地域への移動の過程でマルケサス諸島が最も初期の居住地であった と
す る考古学的仮説 と一致する。
(5)マ ルケサス諸島がポ リネシア地域において最初 の拡散中心 とな り、 ソサイアティー諸島
が第2の 拡散中心 となった とする考古学的、言語学的仮説 と歯冠形質に基づ く分析結果 とは必
ず しも平行す るものではない。
(6)ミ クロネシア集団はポ リネシア集団お よび東南アジア集団に類似 した歯冠形態を もつ。
(7)ミ クロネシア集団中ではマ リアナ諸島集団がより東南 アジア集団に類似 し、ポナペ、 ト
ラック諸島集団はポリネシア集団に比較的類似する。この ことは多 くの研究者が指摘す るよう
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に ミクロネシアがポ リネシアよ りも複雑な民族史を示す ことを示唆す る。
(8)ポ リネシア集団、 ミクロネシア集団の歯冠形質 は縄文人 よりも東南 アジア集団に類似性
を示 し、太平洋民族の縄文人起源説に関 しては否定的である。
(9)縄 文人と太平洋民族(ポ リネシア、 ミクロネシア集団)の 類似性は東南 アジアを介 して
共通の祖先をもつことによると考えられ る。
モカプ出土の先史ハ ワイアソ古人骨 の古病理学的 ・古疫学的研究
鈴木隆雄
要旨:ハ ワイ、ナアフ島モカプ遺跡出土の先史ハワイアソ古人骨349体 についての古病理学的
および古疫学的研究を行った。対象とした骨格はいずれも比較的保存が良好で、性および年齢
推定の可能な成人骨格である。
古病理学的には外傷や感染症、腫瘍など実にさまざまな病変が認められた。それらの中で特
に、比較的高頻度に出現する骨結核と、(対照的に)骨 トレポネーマ症の欠如という現象は、
太古の昔に長い航海を経てなされたヒトの移住とこれらの感染症の伝播との関係において興味
のもたれることが示唆された。
骨に出現したストレス指標を用いて疫学的解析もなされたが、それらは先史ハワイ人達の生
活や生態に結びつく特有の結果を示していた。 ●
近東の先史時代人の古環境一花粉学的調査からみた二、三の考察一
ス ィ ッ ツ ァ ー ・ボ ッ テ ィ マ
要旨:本 報告は、近東の先史時代の古環境を花粉分析の結果から論じたものである。
北部 ・西部 トルコは、アナ トリア高原地帯のステップ、黒海沿岸の森林地帯そして北部と西
部の低地に区分され、これらの地域間の古環境の変遷の地域性を花粉分析の結果から比較検討
した。
特に晩氷期から完新世への移行期における人類の自然への干渉の地域性や気候の変動が人類
文明の盛衰に与える影響の地域性について本報告では重点的に論述した。
また、 トルコ南西部のベイシェヒール湖の花粉分析の結果から初めて指摘された紀元前2000
年紀の樹木花粉と草本花粉の比率の特徴的な変化は、気候変動と深いかかわりがあることを指
摘した。
伊勢神宮の起源と太陽神 ・天照大神信仰
秋間俊夫
要旨:こ の論文は天照大神と伊勢神宮の起源を海底の根の国の母神に求める。母神は海幸 ・山
幸神話の豊玉姫 ・玉依姫に代表される。原始時代男性首長は呪術によって海底におもむき、母
神(女 巫)と の聖婚により海の豊穣を支配した。伊勢のサルメも海の母神で、サルタヒコは海
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に出入 りす る太陽神=首 長であった。
海 の母神が空 に移 るには三輪山信仰 との結合が重要な役割 りを果た した。三輪 は3つ の茅の
輪を重ねて蛇の形にしたものだが、輪はまた太陽で もあ り、山頂の日向社にまつ られた。大物
主 は海 から光を発 してや ってきた太陽神=蛇 神であ る。崇神、垂仁時代 に蛇 と太陽 は分離 さ
れ、太陽信仰が伊勢 に移 され、土地 の太陽神=海 神信仰 と結合 した。箸墓か ら東へ2キ ロに檜
原神社があ り、そこか らやや南行2キ ロで三輪山頂があること、箸墓、檜原神社 の線 を東に行
くと斎宮跡 に出ること、ヤマ トトトヒモモソヒメとヤマ トヒメは同家系の巫女 と思われ るこ
と、斎宮を訪れる蛇神の伝説があること、二見浦に茅の輪が太陽 として祭 られていること、中
世伝説が天照大神 と三輪の神 を同一 とすることは重要だ。
海の母神 が天空に移 るのを可能 にしたのは空を始源の海 と見る世界観である。浦嶋伝説では
根の国に星神がいる。天の鳥船信仰、真床覆衾が天界、根の国の両方か ら人界への移動に使わ
れ ることは重要だ。海幸 ・山幸神話 は大嘗祭 と深 くかかわ るが、紀 の一書で海神 が山幸彦に
「3つ の床」 と真床覆衾 の使い方をテス トす る話は大嘗祭 の神座がいかに使われたかを表す。
ニニギノミコ トは元来 「海神少童」であ り、天照大神を訪れるスサノヲには母神 と聖婚する男
神の面影がある。
古代王権の軍事化で女巫 の神 は伊勢に疎外 され、天上に祭 り上 げられた。 また三輪の日向は
伊勢、九州へ移行 して上下、水平の空間が再編された。
嫉妬心学 と恍惚 としての認識 一津島佑子 の短編
「菊虫」
リ ヴ ィ ア ・モ ネ
要 旨:批 評界や文芸 ジャーナ リズムでは津島佑子は妊娠 ・出産 ・育児等、女性特有の経験を中
心 に、数少 ない特定のテーマやモチーフを繰 り返 し追求 している作者のよ うに思われている。
つま り津島が捉えようとしているテーマやモチーフが知恵遅れの兄(弟)と その妹(姉)と の
近親相姦、未婚 の母 ・離婚 した母やその子供 の、生々 しい、愛 や暴力や殺意 に満 ちた 日常生
活、女の身体性(セ クシュア リテ ィー)等 、現代における女性 を中心 とした人間関係 の新たな
様相の表現への模索である。本稿では津島の短編 「菊虫」(『逢魔i物語』所収、1984年 発行)を
取 り上げる。作品の解読 ・解釈を行いなが ら、津島文学 についての、上記の ような、一般的な
読み方にとらわれず、作者のテクス トが探 り続 ける文化的 ・思想的 ・政治的言説空間を捉えよ
うと思 う。そのためには、現在の国文学研究や文芸批評、 フェ ミニズム批評や所謂"政 治的に
正 しい批評"(politicallycorrectcriticism)の デ ィスコースさえも超越 した、新 しい読み ・
批評 のス トラテジーを展開せねばならない。「菊虫」の場合、作者 は、作品の中核である 黛嫉
妬"を アイロニーや滑稽味や ファンタジーの世界 として表出しているが、 この魅惑的言説空間
を解読するための、新たな方法論の提示 を筆者は意図するものである。
清朝時代における近代植物学の源泉
ジ ョ ル ジ ュ ・ メ テ イ エ
要旨:現 代中国の植物学文献における用語と、19世紀あるいはそれ以降の文献における用語と
はたいへん異なっている。この理由は、中国の文献だけを対象にして考察を進めても解明する
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ことができない。19世紀初頭の日本で何が起こったかを見なければならないのである。研究の
結果、日本と中国の植物学者は相互に影響を与え合っていたことが分かった。さらには、今世
紀初頭の中国植物学の記述法に起こった劇的な変化は、日本語からの借用語によるものである
ことを認めざるをえないのである。
曲
